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琉球大学理工学部物理学科 細 谷 将 彦
(1978年 12月 11日受理 )
最近 AlexanderとMcTaguel)(以下AM と略称 ) は結晶が融液中から発生する際など






Landau理論 を認める限 り不可避のものである｡ 従って吾々はLandau理論までさかのぼ
って検討 しなければならない｡Landau理論では系の自由エネルギー甲を次のように密
度のフーリエ係数 ak (kは波数 )でべき展開するO




は ｢二点で同時に (Akが横軸に )按するのは非常に起 こりにくい｣2) と主張するo こ
の主張は現実の結晶化に対 しては明らかに誤 りである｡結晶は原子が配列 してできるも
のであるから,密度は図 1のようにはならず図 2のようになる｡ 従って現実の結晶はフ
ノ ∴ 二
凶 1. Landau理論から導 かれる 図2.現実の結晶の密度
転移点直下での結晶の密度











fu,V,W,r｡(r)= 1:lr-(nlu+ n2V+ n3W 日 ≦γO のとき
0:lr- (nlu+ n2V+ n3W 日>ro が常に成 り立っ
とき
を使って表わせばよい. u,tJ,W は格子の基本並進ベクトルで, nl,n2,n3は整数で









+C(kl,k 2 , k 3 )ak41k2k3+･････････)




















(ただしa≧b≧ C のとき｡ 他の場合は a,A,Cの大小の順に(少(夢④の右辺
の a,A,Cを入れかえ,左辺も同じ順に a*,b*,C*を入れかえる｡ )
のような変換を行なえば基本変換のC2)は C*を-C*にする変換 となり,全体では点群
m3mと同じ群を作る4)｡ゆえにAは a*,b*,C*でべき展開できて,
A- Ao十A2(a*2+b*2十 C*2)十A40(a*2十 b*2十 C*2)2




(イ ) a* ≒0, b* - C*-0 (および a*,b*,C*を置換 したもの)
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(ロ ) a * - b* - C*寺O
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